
 

2020 年度 フィールドスタディ（FS）実施企画 

テーマ 

タイトル 
ウンコと下水道から考える環境史―文明転換についてのダイアローグ 

担当者 湯澤規子・根崎光男 

実施時期 2020 年 1～2月（聞き取り調査１回＋日帰り見学２回） 

実施場所 自宅（・実家）から日帰り圏内 

協力機関 
東京都水再生センター、旧三河島汚水処分場場施設、東京都水道歴史館、小平市

ふれあい下水道館、各地の下水処理場ほか 

募集人員    約 20名 

学習目的 

私たちが生きるうえで欠かせない身近な事象から、環境について等身大の議論を

試みる。今回は「ウンコと下水道」をキーワードにして、江戸時代から現代まで

の日本、19 世紀～21 世紀のヨーロッパとアジアの比較研究を中心に論じ、文明

転換についてのダイアローグ（対話）を受講生と共に深めることを目的とする。 

行程 

◇身近な聞き取り調査、◆身近なフィールド調査、◇施設見学 

 

◇ウンコやトイレ、下水道に関する出来事、思い出についての聞き取り調査 

（世代や居住地域が異なる人に聞くことをすすめる） 

◆自分が使うトイレがつながる先の下水処理場を特定し、情報を集める 

 ◇→ 可能なら、施設を見学する 

◆上下水料金票を入手し、情報を読み取る 

◆近所のマンホールを探して歩く。マンホールには何が書いてあるか情報収集。 

◇東京都下水道局・水再生センター、旧三河島汚水処分場喞筒場施設、東京都水

道歴史館、小平市ふれあい下水道館などの見学（いずれか 1～2 施設） 

費用 見学施設への往復交通費、博物館等の入館料を含め、各自で計画して下さい。 

選考基準 

応募者が多数の場合は、応募時提出の「志望理由（600字程度)」の内容をもと

に選考します。FSに参加したことがない学生を優先します。該当学生は志望理

由の最初にその旨を明記して下さい。なお、応募が少なかった場合は、追加募集

します。 

応 募 方 法 

学部ホームページより「志望調査票」をダウンロードし、記入のうえ提出。 

・「志望調査票」に記入する「志望理由欄」には 600 字程度で①清掃事業について

関心を持っていること、考えていること、②個人調査計画(場所と調査テーマ)を

記してください。 

・学習支援システム上でこの FS のページに仮登録し、「課題」機能を使って下記

の期限までに提出して下さい。 

 課題提出期限：9月 30日  発表は 10月 5日 

・選考結果は 10 月 5 日に学習支援システムの FS のトップページに掲載します。

選に漏れた学生はご了承ください。 

・応募が少なかった場合は追加募集します。その際は、学部ホ－ムページに 
てお知らせします。 

授業コード： AA0185 



 

事前・事後 

学習の予定 

オンライン（Zoom）により実施します。事前講義は金曜日 6限に設定します。 

100 分×3 回（仮テーマ：「ウンコと下肥」「江戸の下水道」「汚物と衛生をめぐる

比較経済史」）、ワークショップ 100 分×１回、事後学習 100 分×2 回程度。 

 

【事前学習】 

第１回[10月 23 日]  ガイダンス：湯澤、および講義：根崎 

第２回[11月 6日] 講義：根崎 

第３回[11月 13 日]  講義：湯澤 

第４回[11月 20 日]  研究計画作成にあたってのワークショップ：湯澤 

          →11 月 30 日までにフィールドワーク計画書を提出 

 

【フィールドワーク】 

上記「行程」を参照して、春休み中（事後学習前まで）に可能な範囲でフィール

ドワークを実施する。調査の報告として、写真撮影、資料収集などを行い、報告

やレポート作成に活用すること。 

 

【事後学習】 

第１回[2月 25 日] フィールドワーク報告１、10人 

第２回[2月 26 日] フィールドワーク報告２、10人 

注意事項 

(1) 本コースは新型コロナウィルス感染症の状況によっては中止または時期・内

容を変更する可能性があります。 

(2) 中止となった場合は、下記の代替措置によって相当する学習をおこない、単

位を取得することができます。 

(3) 参加許可後に、キャンセルをしないでください。中止となった場合でも費用

負担をしてもらう場合があります。 

(4) 事前・事後講義および施設見学は、全日参加できる（および遅刻しない）こ

とを条件とします。 

中止の場合の

代替措置 

各自の施設見学が不可能な場合には、①各地の下水道局のホームページにアクセ

スして情報収集し、②ウンコや上下水道に関する書籍を１冊読んでレポートを作

成する。③事後学習では発表会を実施する。 

評価方法 
①事後講義における発表（個人調査結果の報告）と②それをまとめたレポートを

総合的に評価します。 
 


